
資料１ 

トイレトレーラー仕様書 

 

１．目的 

 この仕様書は、福岡市が購入するトイレトレーラーについて、必要な事項を定めることを

目的とする。 

 

２．車両条件 

トイレトレーラー（別表の仕様を満たすもの） 

 

３．納品台数 

 １台 

 

４．納品場所 

 福岡市埋蔵文化財センター月隈収蔵庫（福岡市博多区月隈１丁目１３番） 

 

５．納品期限 

 令和８年４月10日 

 

６．けん引車との連結作業 

福岡市が提供するけん引車とトイレトレーラーの連結作業（連結装置の取り付け、電気配線の

接続、ブレーキシステムの連結、バックアイカメラ及びモニター取り付け等。その他必要な作業

を含む。）は受注者が実施すること。けん引車の仕様は福岡市と別途協議すること。 

 

７．その他 

（１） 新車であること。 

（２） 登録完了後、納車のこと。 

自賠責保険（25ヵ月）、重量税、及びリサイクル料金等は受注者が負担し、登録

完了後に、納車すること。 

（３）「災害対応車両登録制度」の車両の登録基準 

（参考：https://pr.d-trace.go.jp/pdf/requirement_toilet-standard.pdf） 

に可能な限り合致させること。 

（４）本仕様に疑義がある場合は、担当と協議のうえ決定すること。 

 

８．納品及び検査 

（１）受注者は、納品車両を納品期限までに納品すること。 

（２）納品日は、発注者と協議のうえ決定すること。 

（３）納品完了届兼検査調書を提出し、契約書に定める検査を受けること。 

 

９．代金の支払い 

  受注者は、前項の検査に合格したときは、納品車両に係る代金の支払いを請求するこ

とができる。 

 

https://pr.d-trace.go.jp/pdf/requirement_toilet-standard.pdf


別表

 

種別 仕様・基準 数量
車名 トイレトレーラー ‐
自動車種別 普通 ‐
用途 特殊 ‐
車体の形状 糞尿フルトレーラー ‐

車両サイズ
普通自動車第一種運転免許及び牽引自動車第一種免許で、けん引が可能
なサイズ
全長 6,000ｍｍ以内×全幅2,500ｍｍ以内×全高 3,800ｍｍ以内

‐

車軸 二軸 ‐
設置装置 引き伸ばし式アウトリガー ‐
装着タイヤ ノーマルタイヤ 4

ホイール付きスペアタイヤ(ケース付） 1
ホイール付きスタッドレスタイヤ 5

清水タンク容量 400ℓ以上 ‐
汚物タンク容量 800ℓ以上 ‐
積載運搬可能容量 1,000ℓ以上 ‐
車両重量 2,500kg 未満 ‐
車両総重量 3,500kg 未満 ‐

外部電源無しで、照明・換気扇等の臭気対策機能・給排水装置を最低
12時間以上使用できるバッテリー（複数可・外部電源から充電可能
な仕組み有り）

‐

外部電力を供給可能な機能 ‐
寒冷地仕様対応 寒冷地でも対応可能な凍結防止措置 ‐

バックアイカメラ
前進時、後退時共に、後部確認が出来るカメラ及びけん引車にモニ
ターを設置

‐

ボディカラー
標準仕様。ラッピングを実施。（前後左右４面）データは福岡市が支給
する。

‐

トイレ室(便房内寸法　縦900ｍｍ以上×横900ｍｍ以上） 4
臭い逆流防止機能付き洋式便座（暖房便座・温水洗浄便座) 各室１
容易に開かない施錠機能 各室に設置
LED 照明（室内） 各室に設置
LED 照明（室外・ポーチライト） 各室出入口に設置
LED 照明（室外・足元灯） 各室出入口に設置
容易に清掃ができる仕組み 各室に設置
換気扇等の臭気対策機能 各室に設置
洗面台 各室に設置
室内手摺 各室に設置
化粧鏡 各室に設置
衣類掛け等のフック（耐荷重５kg以上) 各室に設置
トイレットペーパーホルダー及び収納庫（一体型としても可） 各室に設置
収納式ステップ及びはめ込み式手摺 4
サニタリーボックス 各室に設置
便座除菌クリーナー（詰替え可能）を壁に備え付けること 各室に設置
男女別標示（容易に標示変更ができるもの） 4

備品等保管スペース 車外から備品等を出し入れできる保管スペース 1以上
揚水ポンプによるタンクへの給水が可能な仕組み ‐
ホースによる直接給水が可能な仕組み ‐
汚物タンクからのバキュームが可能な仕組み ‐
ホース等による下水落下が可能な仕組み ‐

汚物排水方法

電源

スペアタイヤ

トイレ給水方法

トイレの仕様

トイレ付属品


